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令 和 元 年 ( 2 0 1 9 年 )７ 月 ３ 日 

厚 生 委 員 会 資 料 

                               地域支えあい推進部地域活動推進課 

 

平成３１年度「東京オリンピック・パラリンピック気運醸成事業のための助成」 

における助成金交付申請及び交付決定状況について 

 

１．内 容 

東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会の開催に向けて、地域からオ

リンピック・パラリンピックの気運の醸成を図るため、「中野区区民公益活動の推進に

関する条例」に基づき、東京オリンピック・パラリンピックの気運醸成に寄与する活

動について助成を行う。 

 

２．募集手続き 

平成３１年４月１日（月）から平成３１年４月１９日（金）の期間で、地域活動推

進課で申請の受付を行った。 

    

３．申請審査基準 

下表の審査基準に基づき、東京２０２０大会関連部署による審査会を設置し、申請

事業の審査を実施した。原則として２０点以上の事業を助成金交付対象候補として選

定する。 

 

審 査 基 準 配 点 

１．オリンピック・パラリンピックの気運醸成に向けた貢献度 

  当該事業が東京２０２０大会に係る区全体による気運醸成に貢献するか審査する。 

12～0

点 

２．事業の波及効果  

 (１)将来的に地域で発展していく可能性があるか 

当該事業が団体の会員等にとどまらず、広く一般の区民に効果を及ぼすことが期

待できるか、将来的に地域で発展していく可能性があり、効果の広がりが期待でき

るか審査する。 

4～1
点 

(２)地域と連携した取り組みであるか（加点項目） 

当該事業を実施するにあたり、地域活動団体と連携することにより、地域や区民

を巻き込む事業に発展し、地域の課題解決に貢献する可能性を審査する。 

2～0
点 

(３)ユニバーサルデザインに配慮されているか（加点項目） 

当該事業が多様な生き方、個性や価値観を受け入れることのできる地域社会の実

現に貢献できるかを審査する。 

2～0
点 

３．事業の実行可能性・継続性及び発展性 
  計画全体（実施体制、事業計画、スケジュール等）に無理がなく具体性があり、自己

努力による資金確保がされている等、実行可能な方法により的確に実施されるか、また
一過性の催しではなく、将来にわたり継続的な事業の実施が見込めるか審査する。 

6～0
点 

４．経費の妥当性 
  事業を適切かつ的確に実施するうえで、活動に見合った経費の見積もり（使途、金額

等）がされているか、過大な積算を行った経費が含まれていないかについて審査する。 

 4～１ 
点 
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４．助成金交付事業数および助成金額 

 （１）申請事業数と助成金申請総額 

    １４事業 2,646,120円 （30年度 9事業 1,568,591円） 

 （２）助成金交付予定事業数と交付予定額  

１０事業 1,400,000円  （30年度 9事業 1,358,372円） 

 

 ＜交付対象事業数及び助成金額＞             （ ）内は 30年度実績  

活 動 内 容 
交付対象事業数及び交付予定金額 

事業数 金    額 

【国際交流】 

・中野区在住の外国人と日本人の交流を創出するスポーツイベ

ント 

1 

（0） 

  180,000  

(0) 

【文化・芸術・スポーツ】 

・気軽に楽しめるスポーツを体験し、オリンピック・パラリン

ピック競技に関心を持つためのイベント 

・オリンピック・パラリンピックをテーマにしたコンサート 

6 

(4) 

698,800 

 (589,491) 

【観光】 

・来街者が中野の魅力を知るための、地域からの情報発信 

・地域全体で取り組む、東京２０２０大会をメインテーマにし

たイベント 

3 

(2) 

521,200 

 (317,500)  

【まちづくり】 

 

0 

(3) 

0 

(451,381)  

合  計   
10 

(9) 

1,400,000 

(1,358,372) 

 

５．スケジュール 

・令和元年６月中旬～     交付決定団体からの請求に基づき助成金の交付 

・令和２年３月まで       団体による助成金交付事業の実施 

（事業実施後）実施報告書の提出、精算 

 ・令和２年４月以降      区としての事業の評価、公表 


